
【
南
あ
わ
じ
市
】
魚
礁

開
発
や
海
洋
調
査
を
手
掛

け
る
日
本
リ
ー
フ

（
兵

庫
県
南
あ
わ
じ
市
、
西
畠

泰
司
社
長
）。同
社
が
開
発

し
た
海
洋
土
木
素
材
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ポ
ー
ラ
ス
ブ
ロ
ッ

ク
（
略
称
・
セ
ラ
ポ
ラ
）

が
、
ヒ
ジ
キ
な
ど
海
藻
の

着
生
に
効
果
が
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
、

ヒ
ジ
キ
漁
場
の
拡
大
造
成

を
進
め
る
基
盤
と
し
て
漁

業
者
ら
か
ら
多
く
の
期
待

を
集
め
て
い
る
。

同
社
で
は
昨
年
５
月
、

長
崎
県
の
沿
岸
で
、
セ
ラ

ポ
ラ
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平

板
の
２
種
類
の
基
質
を
、

岩
礁
と
砂
礫
（
れ
き
）
浜

に
５
セ
ッ
ト
ず
つ
設
置
。

設
置
か
ら
約
１１
か
月
を

経
た
今
年
３
月
の
調
査
で

は
、
砂
礫
浜
お
よ
び
岩
礁

と
も
、
セ
ラ
ポ
ラ
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
平
板
よ
り
も
優

位
に
多
く
の
ヒ
ジ
キ
を
着

生
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
例
え
ば
砂
礫

浜
の
ナ
ン
バ
ー
２
で
は
、

セ
ラ
ポ
ラ
で
の
ヒ
ジ
キ
の

着
生
は
約
６２
株
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
平
板
は
着
生
が
な

か
っ
た
。

納
入
実
績
は

１
万
１０００
枚
超

セ
ラ
ポ
ラ
は
、
地
元
・

淡
路
島
名
産
の
瓦
の
中
か

ら
、
規
格
外
の
い
ぶ
し
瓦

を
破
砕
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

材
を
骨
材
と
し
て
活
用
。

セ
メ
ン
ト
ペ
ー
ス
ト
、
天

然
繊
維
、
鉄
粉
を
配
合
し

て
ポ
ー
ラ
ス
（
多
孔
質
）

状
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
「
セ
ラ
ポ

ラ
基
質
」
を
使
っ
た
魚
礁

な
ど
を
設
置
し
て
い
る

が
、
兵
庫
を
は
じ
め
、
三

重
、
長
崎
、
大
分
、
熊
本
、

愛
媛
な
ど
各
県
で
カ
ジ
メ

や
ク
ロ
メ
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ

類
な
ど
の
着
生
が
確
認
さ

れ
、
納
入
実
績
は
１
万
１

０
０
０
枚
超
と
な
っ
て
い

る
。同

社
で
は
今
回
の
ヒ
ジ

キ
の
着
生
に
つ
い
て
、「
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
水
産

多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事

業
や
、
離
島
漁
業
再
生
支

援
事
業
な
ど
で
活
用
さ

れ
、ヒ
ジ
キ
漁
場
の
維
持
、

回
復
に
役
立
ち
、
水
産
業

再
生
・
漁
村
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
け
ば
」
と

期
待
し
て
い
る
。

海
洋
産
業
研
究
会
は
１４

日
、
都
内
で
通
常
総
会
を
開

き
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
佃
和
夫
会
長
を
再
任

し
た
。
監
事
は
川
口
恭
一
漁

業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

会
長
が
退
任
し
、
後
任
に
遠

藤
久
水
産
研
究
・
教
育
機
構

理
事
が
選
ば
れ
た
。

総
会
後
に
は
恒
例
の
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
産

学
官
の
関
係
者
ら
３
５
０
人

近
く
が
参
加
。
海
洋
産
業
の

発
展
を
誓
っ
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
の
中
で
佃
会

長
は
国
連
海
洋
法
条
約
を
批

准
し
て
２０
年
が
経
過
し
た
こ

と
に
触
れ
、
「
わ
が
国
の
Ｅ

Ｅ
Ｚ
（
排
他
的
経
済
水
域
）

は
豊
富
な
資
源
を
有
し
て
い

る
。
最
大
限
に
有
効
活
用
し

て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

今
後
の
産
業
拡
大
に
向
け

「
海
洋
立
国
の
実
現
を
目
指

し
て
連
携
を
深
め
て
い
こ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

来
賓
と
し
て

出
席
し
た
酒
井

庸
行
内
閣
府
大

臣
政
務
官
は
、

「
海
の
恵
み
を
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
、
息
の
長
い
取
り

組
み
の
必
要
性
に
言
及
。
長

谷
成
人
水
産
庁
次
長
は
同
研

究
会
が
公
表
す
る
漁
業
協
調

型
の
洋
上
風
力
発
電
構
想
に

理
解
を
示
し
、「
共
存
共
栄
、

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

ほ
か
に
も
多
数
の
国
会
議

員
や
省
庁
幹
部
が
集
ま
る
中

で
、
東
京
海
洋
大
学
の
竹
内

俊
郎
学
長
ら
に
よ
る
音
頭
で

乾
杯
。
和
や
か
な
懇
親
へ
と

移
っ
た
。

話
題
に
上
が
っ
た
の
は
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
向
け

に
提
唱
し
た
「
お
台
場
浮
体

式
海
域
浄
化
プ
ラ
ン
ト
」。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に

快
適
な
環
境
を
整
え
る
だ
け

で
な
く
、
五
輪
後
に
は
お
台

場
に
海
水
浴
場
を
創
造
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
て
、
実
現

に
向
け
機
運
を
盛
り
上
げ

た
。

東
日
本
大
震
災
で
生
産
基

盤
を
崩
壊
さ
せ
た
宮
城
の
カ

キ
養
殖
業
は
、
む
き
手
不
足

も
顕
著
で
、
今
後
の
経
営
展

望
が
描
き
に
く
い
状
況
に
あ

る
。
同
試
験
場
は
被
災
地
を

支
え
る
産
業
育
成
の
た
め
、

生
産
者
の
間
で
「
最
高
」
と

い
わ
れ
る
未
産
卵
カ
キ
の
本

格
生
産
を
決
定
。
む
き
身
出

荷
で
な
く
、
オ
イ
ス
タ
ー
バ

ー
で
生
食
し
て
も
ら
う
体
制

づ
く
り
に
も
着
手
し
た
。

種
の
採
取
か
ら
生
産
ま

で
、
志
津
川
湾
で
一
貫
し
て

行
う
。
稚
ガ
キ
は
養
成
１０
か

月
後
の
６

７
月
に
出
荷
す

る
た
め
、
卵
を
も
つ
夏
を
経

験
し
な
い
。
殻
長
８

程
度

と
小
ぶ
り
だ
が
身
は
詰
ま

り
、
濃
厚
な
コ
ク
が
一
般
的

な
カ
キ
と
大
き
く
異
な
る
。

当
地
で
「
こ
ろ
牡
蠣
」
と
呼

ぶ
殻
付
き
カ
キ
が
、
よ
り
甘

み
を
増
し
た
こ
と
で
「
あ
ま

こ
ろ
牡
蠣
」の
名
を
付
け
た
。

た
だ
、生
産
初
年
度
は「
全

国
ブ
ラ
ン
ド
と
の
差
が
伝
わ

ら
な
い
」
な
ど
厳
し
い
意
見

も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
優
良

種
ガ
キ
だ
け
を
選
抜
し
、
生

産
す
る
こ
と
に
し
た
。

身
入
り
の
よ
さ
や
提
供
時

の
見
栄
え
か
ら
、
殻
型
は
高

さ
、
幅
、
長
さ
の
比
率
が
一

対
二
対
三
を
理
想
の
プ
ロ
ポ

ー
シ
ョ
ン
と
す
る
。
稚
ガ
キ

は
養
殖
か
ご
内
を
転
が
り
、

形
を
変
え
る
。「
場
所
、深
さ

で
カ
キ
が
ど
う
転
が
る
か
。

海
域
の
見
極
め
が
肝
心
」と
、

生
産
者
代
表
の
佐
々
木
昇
記

氏
は
話
す
。
同
試
験
場
の
山

内
洋
幸
技
術
主
幹
は
「
大
量

採
苗
に
も
成
功
し
、
量
産
化

が
み
え
て
き
た
」
と
し
、
来

年
の
生
産
目
標
は
１０
万
個
。

た
だ
、
７
月
ま
で
に
出
荷

し
な
い
と
、
卵
を
も
ち
価
値

を
下
げ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な

リ
ス
ク
の
高
い
試
み
に
、
農

林
水
産
省
の
「
食
料
生
産
地

域
再
生
の
た
め
の
先
端
技
術

展
開
事
業
」が
活
用
さ
れ
た
。

「
あ
ま
こ
ろ
牡
蠣
」
は
日
本

最
大
の
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
チ

ェ
ー
ン
「
ゼ
ネ
ラ
ル
・
オ
イ

ス
タ
ー
」
３３
店
舗
で
、
き
ょ

う
１７
日
か
ら
販
売
さ
れ
る
。

宮
城
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
気
仙
沼
水
産
試
験
場
と
南
三
陸
町
志
津
川
地
区
の
生
産
者
は
、
未
産
卵
カ
キ
「
あ

ま
こ
ろ
牡
蠣
」
の
量
産
化
に
成
功
し
た
。
品
質
か
ら
殻
型
ま
で
、
生
産
者
が
「
最
高
」
と
思
え
る
カ
キ
を
つ
く
り

出
し
、
今
期
は
２
万
個
超
を
出
荷
す
る
。
甘
み
が
強
く
ひ
と
口
で
食
べ
ら
れ
る
サ
イ
ズ
で
、
特
に
女
性
に
お
勧
め

と
い
う
。

関
係
者
の
連
携

を
呼
び
掛
け
る

佃
会
長

甘
み
が
強
く
ひ
と
口
で

食
べ
ら
れ
る
「
あ
ま
こ

ろ
牡
蠣
」
を
紹
介
す
る

佐
々
木
代
表

床
材
メ
ー
カ
ー
の

キ
ュ

ー
ケ
ン（
永
松
喜
一
郎
社
長
）

は
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
２
０
１
６
」
に

出

展

し

た
。高

性
能
耐
久
床
材
「
ピ
ュ

ア
ク
リ
ー
ト
」
シ
リ
ー
ズ
の

新
商
品
な
ど
の
紹
介
を
行
っ

た
。新

商
品
の
「
ピ
ュ
ア
ク
リ

ー
ト
導
電
」
は
人
、
機
器
、

製
品
を
フ
ロ
ア

の
静
電
気
か
ら

守
り
、
安
全
な

作
業
環
境
を
維

持
す
る
帯
電
防

止
床
材
。
静
電

気
に
よ
る
引
火

や
機
器
類
の
誤

作
動
、
ほ
こ
り

や
粉
塵（
じ
ん
）

の
付
着
防
止
に

効
果
を
発
揮
す

る
。「

ピ
ュ
ア
ク

リ
ー
ト
Ｕ
Ｃ
」

は
、
耐
紫
外
線

と
耐
薬
品
性
を

強
化
し
た
商
品
。
食
品
工
場

内
で
多
く
使
わ
れ
る
紫
外
線

殺
菌
灯
か
ら
出
る
紫
外
線

や
、
工
場
洗
浄
に
使
う
次
亜

塩
素
酸
ソ
ー
ダ
な
ど
の
薬
品

か
ら
床
材
を
守
る
。

ブ
ー
ス
で
は
、
各
種
「
ピ

ュ
ア
ク
リ
ー
ト
」
の
見
本
を

展
示
。
実
際
に
足
で
踏
ん
で

み
た
り
、
水
を
か
け
た
り
す

る
実
演
を
行
う
こ
と
で
、
滑

り
に
く
さ
や
、
撥
（
は
っ
）

水
性
の
強
さ
な
ど
を
実
感
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

「
ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ト
」
シ

リ
ー
ズ
は
、
水
系
硬
質
ウ
レ

タ
ン
樹
脂
製
。
短
時
間
で
の

施
工
が
可
能
で
夜
間
に
施
工

し
て
、
翌
朝
か
ら
は
工
場
を

稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。水

気
に
強
い
、
低
臭
、
耐

熱
、
耐
衝
撃
・
耐
摩
擦
と
い

っ
た
特
徴
を
も
ち
、
多
く
の

水
産
・
食
品
加
工
場
で
採
用

さ
れ
て
い
る
。

耐
衝
撃
・
耐
摩
擦
性
能
も

高
く
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な

ど
重
量
の
あ
る
車
両
が
走
行

し
て
も
、
床
材
が
は
が
れ
に

く
く
、
床
由
来
の
異
物
混
入

対
策
に
も
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

ブ
ー
ス
で
は
、
実
際
に
触
れ
ら
れ
る

見
本
を
展
示
し
、
品
質
を
実
感
し
て

も
ら
っ
た

「
第
９
回
貝
殻
利
用
と
豊

か
な
海
づ
く
り
研
修
会
」（
主

催
・
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、
貝
殻
利

用
研
究
会
）
が
１５
日
、
都
内

で
開
か
れ
た
。
全
国
の
漁
協

や
関
連
企
業
な
ど
か
ら
約
６０

人
が
参
加
。
３
人
の
講
師
に

よ
る
貝
殻
利
用
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
、
豊
か
な
海
づ

く
り
の
た
め
の
新
た
な
施
策

展
開
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

に
耳
を
傾
け
た
。

研
修
会
は
ホ
タ
テ
、
カ
キ

な
ど
の
貝
殻
の
利
用
促
進
を

図
り
、
豊
か
な
生
態
系
・
漁

場
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と

が
狙
い
。
貝
殻
が
魚
礁
と
し

て
利
用
さ
れ
る
の
は
完
全
に

定
着
し
て
い
る
も
の
の
、
直

接
的
な
敷
設
と
な
る
と
関
係

機
関
と
の
合
意
や
不
法
な
廃

棄
物
と
の
明
確
な
線
引
き
と

い
っ
た
問
題
点
が
発
生
し
、

利
用
は
大
き
く
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
だ
。

講
演
で
は
、
Ｊ
Ｆ
広
島
漁

連
の
渡
辺
雄
蔵
専
務
が
広
島

県
の
カ
キ
養
殖
状
況
と
カ
キ

殻
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
。

カ
キ
殻
は
、
こ
れ
ま
で
主
に

土
壌
改
良
材
と
し
て
利
用
し

て
い
た
が
、
さ
ら
な
る
有
効

利
用
を
模
索
す
る
た
め
、「
今

年
３
月
か
ら
『
無
加
工
カ
キ

殻
』
と
『
焼
成
粉
砕
カ
キ
殻
』

の
２
種
類
を
海
底
地
盤
に
敷

設
。
水
質
浄
化
や
底
質
改
善

な
ど
の
実
証
実
験
を
始
め
て

い
る
」
と
し
、
「
夏
以
降
に

は
、実
験
結
果
が
出
て
く
る
。

底
質
な
ど
の
改
善
の
効
果
に

期
待
し
た
い
」
な
ど
と
述
べ

た
。青

森
県
の
Ｊ
Ｆ
川
内
町
漁

協
青
年
部
の
美
濃
部
文
和
氏

は
、
「
ナ
マ
コ
資
源
増
殖
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
話
し

た
。同

漁
協
で
養
殖
し
て
い
る

ホ
タ
テ
の
殻
を
海
底
に
敷
設

し
、
ナ
マ
コ
の
増
殖
場
と
し

て
活
用
し
て
い
る
事
例
を
紹

介
。
増
殖
機
能
を
維
持
さ
せ

る
管
理
手
法
も
独
自
に
開
発

し
た
ほ
か
、
ホ
タ
テ
の
養
殖

か
ご
に
付
着
し
て
い
る
稚
ナ

マ
コ
も
活
用
し
、
「
資
源
量

の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
る
」

と
話
し
た
。

瀬
戸
内
海
を
熟
知
し
、
瀬

戸
内
法
の
改
正
に
も
尽
力
し

た
広
島
大
学
の
松
田
浩
名
誉

教
授
は
、
豊
か
な
海
づ
く
り

の
新
た
な
方
向
性
と
し
て
、

「『
き
れ
い
な
海
』
か
ら
、
多

様
な
生
物
が
生
息
で
き
る

『
豊
か
な
海
』
を
目
指
す
べ

き
だ
。
広
域
な
連
携
と
息
の

長
い
取
り
組
み
が
必
要
に
な

る
」
と
強
調
。
水
質
の
透
明

度
と
い
う
指
標
だ
け
で
な

く
、
多
様
な
生
態
系
を
確
立

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え

た
。

フ
ィ
レ
ス

タ
販
売
（
平

口

克

美

社

長
）
は
、
新

た
に
コ
ン
パ

ク
ト
型
を
開

発
し
、
２
サ
イ
ズ
に
増
や
し

た
「
全
自
動
刺
身
ス
ラ
イ
サ

ー
」
と
、
処
理
能
力
を
同
社

比
で
１
・
５

２
倍
に
高
め

た
「
ウ
ロ
コ
取
り
機
」
の
新

型
を
展
示
し
た
。
刺
身
加
工

の
究
極
の
省
人
化
機
器
と
も

い
わ
れ
る
「
全
自
動
刺
身
ス

ラ
イ
サ
ー
」
は
、
注
目
度
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
。

担
当
者
は
「
海
外
出
店
を

考
え
て
い
る
外
食
企
業
に
も

お
勧
め
」
と
強
調
。
「
海
外

進
出
時
は
、
職
人
の
育
成
が

ど
う
し
て
も
ネ
ッ
ク
に
な

る
。
し
か
し
『
全
自
動
刺
身

ス
ラ
イ
サ
ー
』
が
あ
れ
ば
問

題
を
解
消
で
き
る
」
と
、
ツ

ヤ
が
あ
っ
て
角
が
立
っ
た
寿

司
種
や
刺
身
用
ス
ラ
イ
ス
を

好
き
な
規
格
で
作
れ
る
機
能

を
Ｐ
Ｒ
。
場
所
を
と
ら
な
い

２
分
の
１
サ
イ

ズ
の
新
型
と
併

せ
て
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
。

今
回
は
来
場

者
の
動
線
に
恵

ま
れ
、
カ
タ
ロ
グ
が
会
期
序

盤
に
な
く
な
る
ほ
ど
の
反
応

を
得
た
。
今
後
の
販
売
が
期

待
で
き
る
展
示
会
と
な
っ

た
。

エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ

は
、
製
品
の
重
量
確
認
を
行

う
ウ
ェ
イ
ト
チ
ェ
ッ
カ
「
Ａ

Ｄ
４
９
６
１
」
シ
リ
ー
ズ
な

ど
を
展
示
。
食
品
を
入
れ
た

袋
の
中
に
鉄

系
脱
酸
素
剤

が
入
っ
た
ま

ま
で
も
金
属

異
物
検
出
が

で
き
る
、
金

属
検
出
機
「
Ａ
Ｄ

４
９
７

１
Ｅ
」
も
、
現
場
で
の
応
用

例
と
併
せ
て
提
案
し
た
。

ウ
ェ
イ
ト
チ
ェ
ッ
カ
は
、

完
成
品
の
最
終
確
認
以
外
に

も
、
原
料
の
重
量
測
定
に
も

威
力
を
発
揮
す
る
。
水
産
物

は
特
に
重
量
の
バ
ラ
つ
き
が

大
き
く
、
解
凍
原
料
の
重
量

選
別
は
手
間
が
か
か
る
。

ブ
ー
ス
で
は

ク
ラ
ス
最
高
の

選
別
精
度
を
誇

る
「
Ａ
Ｄ
４
９

６
１
」
を
組
み

込
ん
だ
ラ
イ
ン

を
自
在
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

き
る
点
を
強
調
し
、
水
産
加

工
現
場
で
の
積
極
活
用
を
呼

び
掛
け
て
い
た
。

ま
た
、
高
感
度
金
属
検
出

機
能
を
有
し
て
い
る
「
Ａ
Ｄ

４
９
７
１
Ｅ
」
は
、
鉄
系

脱
酸
素
剤
が
使
わ
れ
る
こ
と

の
多
い
、
輸
入
冷
凍
魚
の
金

属
検
出
工
程
で
も
利
用
で
き

る
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
。

講
演
す
る
松
田
教
授

【
但
馬
】
昨
年
９
月
か
ら

今
年
５
月
ま
で
の
兵
庫
県
但

馬
海
区
の
沖
合
底
び
き
網
漁

業
の
漁
獲
量
は
１
万
４５

（
前
年
比
３
・
４
％
増
）、漁

獲
金
額
は
７７
億
９
０
０
０
万

円
（
１１
・
１
％
増
）、平
均
単

価
は
キ
ロ
７
７
６
円
（
７
・

４
％
増
）
だ
っ
た
。

漁
獲
量
が
増
え
、
単
価
も

上
げ
て
金
額
が
過
去
１０
年
で

最
高
を
記
録
。
ホ
タ
ル
イ
カ

漁
獲
増
や
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
単
価

上
昇
が
寄
与
し
た
。

魚
種
別
の
水
揚
げ
状
況

は
、
増
加
し
た
の
が
ホ
タ
ル

イ
カ
（
４
４
７
５

、
前
年

比
５３
・
４
％
増
）
や
ヒ
レ
グ

ロ
（
２
６
５

、
８
・
２
％

増
）。減少

し
た
の
は
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
（
９
９
９

、
１５
・
７
％

減
）、ハ
タ
ハ
タ
（
１
７
２
５

、
３４
・
２
％
減
）、
ア

カ

ガ
レ
イ
（
９
９
１

、
５
・

１
％
減
）、ソ
ウ
ハ
チ
（
２
６

６

、
４３
・
５
％
減
）、ニ
ギ

ス
（
２
４
９

、
２８
・
４
％

減
）。平均

単
価
で
は
、
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
が
１
０
１
２
円
上
昇
し

て
４
２
６
６
円
だ
っ
た
。
出

漁
隻
数
は
４９
隻
で
前
年
と
同

数
、
延
べ
航
海
数
は
４
４
０

８
（
０
・
１
％
減
）
と
な
っ

て
い
る
。

微
酸
研
は
、
安
全
性
の

高
い
殺
菌
水
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
微
酸
性
電
解
水
の
周

知
と
、
同
生
成
装
置
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
た
。

食
品
加
工

の
現
場
で
、

最
も
普
及
し

て
い
る
殺
菌

水
に
「
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
」（
次
亜
）
が
あ
る
。

次
亜
は
高
い
殺
菌
能
力
に
定

評
が
あ
る
が
、
使
用
時
に
有

毒
な
塩
素
ガ
ス
を
発
生
す
る

ほ
か
、
加
工
機
械
を
腐
食
さ

せ
、
食
品
に
残
留
す
れ
ば
問

題
と
な
る
た
め
、
使
用
後
は

水
で
よ
く
す
す
ぎ
洗
い
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

微
酸
性
電
解
水
は
、
食
品

添
加
物
指
定
を

受
け
て
い
る
た

め
、
す
す
ぎ
洗

い
の
必
要
が
な

い
。
次
亜
よ
り

コ
ス
ト
は
高
め

だ
が
「
す
す
ぎ
洗
い
の
水
道

代
が
要
ら
な
い
分
、
ト
ー
タ

ル
で
み
れ
ば
安
価
」
と
担
当

者
は
話
す
。

近
年
、
微
酸
性
電
解
水
で

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
氷
を
つ
く
る

こ
と
で
魚
の
鮮
度
保
持
に
高

い
効
果
が
認
め
ら
れ
る
な
ど

の
実
験
結
果
も
明
ら
か
に
な

っ
て
お
り
、
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
応
用
が
進
む
見
通

し
だ
。

食
品
加
工

の
現
場
で
用

い
ら
れ
る
殺

菌
水
の
「
オ

ゾ
ン
水
」
を

前
面
に
押
し

出
し
た

ハ
マ
ネ
ツ
は
、
主

力
商
品
の
高
濃
度
・
大
流
量

の
オ
ゾ
ン
水
生
成
装
置
「
Ｈ

Ｏ
Ｗ
シ
リ
ー
ズ
」
の
ほ
か
、

新
た
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
加

わ
っ
た
「
グ
ッ
バ
イ
キ
ン
シ

リ
ー
ズ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

酸
素
と
水
か
ら
な
る
「
オ

ゾ
ン
水
」
は
殺
菌
能
力
が
高

く
、
除
菌
し
た
あ
と
に
自
然

分
解
す
る
た
め
、
安
全
性
の

高
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。
今

ま
で
販
売
代
理
店
と
し
て
扱

っ
て
い
た
「
グ
ッ
バ
イ
キ
ン

５
」
は
、
オ
ゾ
ン
水
を
手
軽

に
使
え
る
ミ
ニ
生
成
装
置
と

し
て
好
評
だ
っ
た
。

今
回
、
自
社
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
に
加
え
る
に
あ
た
り
、

新
た
に
開
発
し
た
「
グ
ッ
バ

イ
キ
ン
２０
」
は

オ
ゾ
ン
水
濃
度

を
従
来
機
種
の

１
・
５
倍
に

し
、
生
成
水
量

も
４

５
倍
に

増
や
し
た
。
担
当
者
は
「
業

務
用
に
も
使
用
で
き
る
」
と

し
て
ブ
ー
ス
の
来
訪
者
に
勧

め
て
い
た
。

外国為替対顧客相場（三菱東京ＵＦＪ銀行）
前営業日
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円

円

円
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１２.９９

７９.９０

７６.０１

１６.３６
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円
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円
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円

円

円
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通貨

米ドル

カナダドル

ユーロ

ノルウェークローネ

豪ドル

ＮＺドル

中国人民元

タイバーツ

インドルピー

韓国１００ウォン

南アフリカランド

ロシアルーブル

８

利
用
の
方
向
性
学
ぶ

あ
ま
こ
ろ
牡
蠣

量
産
実
現

貝
殻
利
用
と
豊
か
な
海
づ
く
り
研
修
会

（第３種郵便物認可）

Ｊ Ｆ 全 漁 連
貝殻利用研究会

生産者 最高
宮城県南三陸町志津川

満席に近いほど多くの関係者が参加した

未
産
卵
で
甘
み
強
く

１
万
４５

で

７７
億
９０００
万
円

兵
庫
・
但
馬
海
区
の

沖

底

水

揚

高

ヒ
ジ
キ
漁
場
拡
大
へ
日

本

リ
ー
フ

長
崎
県
沿
岸
で
効
果
調
査

がセラポラ（ヒジキの着生は約６２株）、 がコン
クリート平板（０株）

全
自
動
刺
身
ス
ラ
イ
サ
ー
（
右
奥
）
と
、
デ
モ
で
ス

ラ
イ
ス
し
た
刺
身
類
（
手
前
）

静
電
気
か
ら
機
器
守
る
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キ
ュ
ー
ケ
ン
の
新
商
品

ピ
ュ
ア
ク
リ
ー
ト
導
電

安
全
性
高
い
殺
菌
水

微
酸
研
、生
成
装
置
を
Ｐ
Ｒ

す
す
ぎ
不
要
、微
酸
性
電
解
水

職
人
不
足
解
消
図
る

フ
ィ
レ
ス
タ
販
売
、新
型
展
示

全
自
動
刺
身
ス
ラ
イ
サ
ー

海
洋
立
国
実
現

誓
う

さ
ま
ざ
ま
な
応
用
例
が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
た
微
酸
研

の
ブ
ー
ス

海
産
研

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
に
３５０
人

業
務
用
に
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
「
グ
ッ
バ
イ
キ

ン
２０
」

解
凍
原
料
の
重
量
確
認
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エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
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北海道支局（札幌） ０１１‐２６１‐６０６２
東北支局（仙台） ０２２‐２６３‐８４７６
三崎支局 ０４６‐８８０‐０７５７
東海支局（焼津） ０５４‐６２７‐３１４１
大阪支局 ０６‐６４５２‐９２０１
長崎支局 ０９５‐８２６‐１１２０
釜 山 ＋８２‐５１‐２５６‐８４００

ウ
ェ
イ
ト
チ
ェ
ッ
カ
シ
リ

ー
ズ
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殺
菌
水
の
オ
ゾ
ン
水

ハ
マ
ネ
ツ
、安
全
性
に
定
評

The Daily

グ
ッ
バ
イ
キ
ン

業
務
用

解
凍
し
た
原
料
の
重
量
確
認
な
ど
で
も
活
用
で
き
る

ウ
ェ
イ
ト
チ
ェ
ッ
カ
「
Ａ
Ｄ
４
９
６
１
」


